
 日本国内に住むすべての人と世帯を対象とし、国内の人口や世帯の実態を明らかにするため、

統計法という法律に基づいて、５年に１度実施されます。 

　国勢調査の結果は福祉施策や生活環境整備、災害対策など、日本の未来をつくるために欠か

せない様々な施策の計画策定などに利用されます。

 国勢調査は、日本の最も重要な統計調査です
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平成２７年１０月１日現在、日本国内にふだん住んでいる
すべての人（外国人含む）及び世帯が対象 

調査の対象
平成２７年１０月１日０時

調査の期日

問 企画総務課（☎５２－２１３６）

！

【国勢調査コールセンター】

▶電話番号：0570-07-2015
▶ IP電話番号：03-4330-2015
　設置期間　10月30日（金）まで　   受付時間　8時～21時　
※インターネット回答以外のお問合せも受け付けます。

▶国勢調査では，金銭を要求することはありません。また，銀行口座の暗証番号やクレジットカード番号　
　などをお聞きすることもありません。
▶国勢調査をよそおった不審な訪問者や，不審な電話・電子メールなどにご注意ください。不審に思った　
　際には，回答しないで，企画総務課や警察署にお知らせください。
▶調査員は，その身分を証明する「国勢調査員証」を携帯しています。

国勢調査をよそおった「かたり調査」にご注意ください！

調査の流れ
調査は、調査票の配布に先行して調査員が各世帯を訪問し「インターネット回答の利用案内」を配布
した後、インターネットによる回答のなかった世帯に調査票を配布する方法で行われます。

 インターネット回答用IDを世帯に配布
すべての世帯にインターネット回答用IDを配布します。

９月１０日（木）～９月１２日（土）

９月１０日（木）～９月２０日（日）

 インターネットによる回答

パソコンやタブレット、スマートフォン
からインターネット回答
◎配布された「ID・パスワード」を入力し
て、インターネットで回答できます。

※ご不明な点がありましたら、下記コールセンターに
お問い合わせください。

回答終了

９月２６日（土）～９月３０日（水）

 調査票による回答

インターネット回答のなかった世帯に
調査票を配布
◎インターネットで回答されなかった場合
は、紙の調査票を配布します。

１０月１日（木）～１０月７日（水）

調査票の提出
◎記入した調査票は調査員に渡していただく
か、郵送で提出してください。

回答終了
○仕事で帰宅する時間が遅くなったり、日中不在がち
な世帯であっても、期間中は、いつでもお好きな時
間に回答できます。
○インターネットで回答された世帯には、紙の調査票
の提出が不要となるため、調査員の訪問はありませ
ん。
○不正なアクセスなどの監視を24時間行っていますの
で、回答データは厳重に守られます。
○入力内容のチェック機能により、勘違いによる誤入
力や、入力漏れを防ぐことができます。

インターネット回答のポイント
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操法を披露する第 2分団

パネルを真剣に見つめる来場者

講演をされている竹本知行さん

黙祷をするランナー

親子で料理をしている様子
　

7
月
22
・
23
日

に
、
和
木
小
学
校

P
T
A
（
中
村
昌

志
会
長
）
が
「
夏

休
み
親
子
料
理
教

室
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

食
生
活
改
善
協

議
会
が
指
導
者
と
し
て
協
力
し
、
2
日
間
で

小
学
1
〜
6
年
生
と
保
護
者
約
60
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

親
子
で
料
理
を
楽
し
み
、
食
へ
の
関
心
を

高
め
、
家
庭
の
食
育
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
メ

ニ
ュ
ー
は
、「
ご
は
ん
」「
チ
ー
ズ
入
り
豚

し
ょ
う
が
」「
夏
野
菜
の
中
華
ス
ー
プ
」「
ポ

テ
チ
de
サ
ラ
ダ
」「
フ
ル
ー
ツ
み
る
く
寒

天
」。
親
子
で
協
力
し
て
作
り
、
お
い
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

夏
休
み
親
子
料
理
教
室

　

8
月
23
日
、
岩
国
市
横
山
河
川
敷
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
消
防
団
員
が
日
頃
鍛
え
上
げ
た
操

法
技
術
を
競
い
合
う
「
第
9
回
岩
国
地
区
消

防
操
法
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
和
木
町
消
防

団
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
仕
事
や
家
庭
を
持
ち
な
が

ら
、
猛
暑
の
中
、
何
度
も
訓
練
を
重
ね
、
大

会
で
は
そ
の
力
を
存
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

活
躍
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
、
応
援
の
団
員

の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

ま
た
、
団
本
部
女
性
団
員
は
9
月
19
日
に

山
口
県
消
防
学
校
に
て
開
催
さ
れ
る
山
口
県

消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
さ
ら
な
る

高
み
を
目
指
し
て
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

岩
国
地
区
消
防
操
法
大
会
の
結
果

・
基
本
操
法
小
型
ポ
ン
プ
の
部

第
3
位　

第
2
分
団

・
展
示
操
法

団
本
部
女
性
団
員

ま
ち
の
話
題

岩
国
地
区
消
防
操
法
大
会
で
健
闘
！

　

8
月
17
日
、
役
場
中
庭
で
、「
第
30
回
山

口
県
反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー
」
の
出
発
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

広
島
市
の
平
和
記
念
公
園
に
灯
さ
れ
て
い

る
「
平
和
の
灯
」
を
岡
修
平
主
事
補
（
企
画

総
務
課
）
が
引
き
継
ぎ
、
山
口
県
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
３
人
の
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
り
岩
国

市
の
中
継
所
ま
で
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

大
雨
の
中
、

ラ
ン
ナ
ー
の

町
職
員
は
一

生
懸
命
走
り

ぬ
き
、
反
核

の
思
い
を
伝

え
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー

　

8
月
18
日
、
和
木
町
文
化
会
館
で
、
政

治
学
博
士
竹
本
知
行
先
生
（
国
際
日
本
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

竹
本
先
生
は
和
木
町
の
ご
出
身
で
、
現

在
、
同
志
社
大
学
・
京
都
府
立
大
学
な
ど

の
講
師
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
は
、「
幕
末
と
い
う
時
代
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
、
講
演
に
来
ら
れ
た
大
勢
の

人
は
、
銃
の
違
い
に
よ
り
戦
い
方
や
人
の

考
え
方
ま
で
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
話

や
、
四
境
の
役
で
の
激
戦
地
で
あ
っ
た
和

木
町
の
話
を
興
味
深
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

「幕末という時代」

　

昨
年
発
生
し
た
豪
雨
災
害
か
ら
1
年
が
経

過
し
、
災
害
の
体
験
と
教
訓
を
思
い
返
す
と

と
も
に
、
防
災
意
識
の
重
要
性
を
再
認
識
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
8
月
4
日
か
ら
8
月
14

日
に
か
け
て
、
文
化
会
館
で
災
害
パ
ネ
ル
展

示
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
災
害
直
後
の
様
子
や
復
旧
作

業
に
あ
た
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
写
真
の
ほ
か
、

保
存
食
や
備
蓄
毛
布
な
ど
、
避
難
生
活
に
必

要
な
備
蓄
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
来
場
者
の

皆
さ
ん
は
、
パ
ネ
ル
写
真
を
時
間
を
か
け
て

見
学
し
た
り
、
備
蓄
毛
布
を
実
際
に
触
っ
て

感
触
を
確
か
め
る
な
ど
、
そ
の
表
情
は
真
剣

そ
の
も
の
で
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
災
害
に
備
え
て
、
で
き
る
事
か
ら

少
し
ず
つ
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ち
の
話
題

８
．６
岩
国
・
和
木
豪
雨
災
害
か
ら

一
年
が
経
過
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花火の様子

ダンボール工作をする子どもたち

盆踊りを楽しむ皆さん

練
習
の
成
果
を
披
露
す
る
子
ど
も
た
ち

浦野アサコさん

　

7
月
26
日
、
5
回
目
と
な
る
キ
ッ
ズ
芸
能

祭
が
、
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
楽
器
演
奏
、
ダ
ン
ス
、
バ
レ
エ
な

ど
を
披
露
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
ま
し
た
。
一
生
懸
命
に
頑
張
る
子
ど
も
た

ち
に
、
会
場
か
ら
は
惜
し
み
な
い
声
援
と
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
和
木
町
文
化
協
会
）

ま
ち
の
話
題

キ
ッ
ズ
芸
能
祭

ま
ち
の
話
題

盆　

踊　

り

　

8
月
9
日
、
浦
野
ア
サ
コ
さ
ん
が
、
満
90

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
長
寿
の
お
祝
い
と
し

て
、
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

　

夏
の
恒
例
行
事
で
あ
る
盆
踊
り
が
、
8
月

1
日
に
あ
け
ぼ
の
公
園
で
、
6
日
に
わ
き
あ

い
あ
い
苑
で
、
9
日
に
関
ヶ
浜
分
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

華
や
か
な
浴
衣
姿
に
身
を
包
ん
だ
参
加
者

は
、
炭
坑
節
や
河
内
音
頭
、
町
な
ら
で
は
の

和
木
音
頭
や
蜂
ヶ
峯
音
頭
を
披
露
し
、
観
て

い
る
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
豪
雨
災
害
の
影
響
で
開
催
で
き

な
か
っ
た
地
区
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は

全
て
の
地
区
で
盆
踊
り
が
開
催
さ
れ
、
自
慢

の
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

7
月
28
日
、「
大
竹
・
和
木
川
ま
つ
り
花

火
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ

た
見
物
の
人
が
、
小
瀬
川
か
ら
打
ち
上
げ
ら

れ
た
色
鮮
や
か
な
花
火
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

図
書
館
の
周
り
に
は
露
店
が
立
ち
並
び
、

か
き
氷
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
が
販
売
さ

れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

幻
想
的
な
光
を
放
つ
灯
ろ
う
が
流
れ
る

中
、
花
火
の
打
ち
上
げ
が
始
ま
り
、
工
夫
を

凝
ら
し
た
仕
掛
け
花
火
や
、
迫
力
の
あ
る
水

上
花
火
が
次
々
と
打
ち
上
げ
ら
れ
、
夜
空
と

水
面
を
彩
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
日
最
大
の
花
火
が
打
ち
あ

げ
ら
れ
る
と
、
会
場
一
帯
か
ら
感
動
の
声
と

と
も
に
盛
大
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

7
月
31
日
か
ら
8
月
16
日
の
間
、
和
木
美

術
館
（
ア
ー
ト
ウ
イ
ン
グ
）
で
、「
ダ
ン
ボ
ー

ル
迷
路
ラ
ン
ド
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

迷
路
ラ
ン
ド
で
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
ら

れ
た
遊
具
や
端
材
工
作
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が

常
設
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
ダ
ン
ボ
ー
ル

迷
路
は
非
常
に
人
気
で
、
子
ど
も
た
ち
は

楽
し
そ
う
に
何
度
も
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
催
事
と
し
て
水
の
上
で
ク
ル

ク
ル
遊
べ
る
ア
ク
ア
チ
ュ
ー
ブ
や
、
夏
休
み

の
思
い
出
づ
く
り
に
な
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
工
作

教
室
も
開
催
さ
れ
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
17
日
間
で
、
5
，
3
6
6
人

が
来
場
し
、
美
術
館
は
た
く
さ
ん
の
笑
顔
で

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

大
竹
・
和
木
川
ま
つ
り
花
火
大
会

ま
ち
の
話
題

ダ
ン
ボ
ー
ル
迷
路
ラ
ン
ド
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左から小田教諭、相良さん、児玉さん

会場の様子

ペットボトルのキャップで作った
エコキャップアート

日本のおもちゃで遊ぶスカウトの皆さん

七条梢さん

　

7
月
29
日
か
ら
7
月
31
日
ま
で
の
3
日

間
、
恵
庭
市
教
育
使
節
親
善
団
と
し
て
、
恵

み
野
旭
小
学
校
の
相
良
聖
弥
さ
ん
と
若
草
小

学
校
の
児
玉
歩
乃
歌
さ
ん
の
2
名
と
、
引
率

教
職
員
と
し
て
小
田
桐
清
昭
教
諭
の
合
計
3

名
が
和
木
町
を
訪
問
し
、
和
木
町
内
の
小
学

校
の
児
童
の
お
宅
に
泊
ま
り
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

今
回
で
19
回
目
と
な
る
こ
の
交
流
事
業

は
、
恵
庭
市
、
和
木
町
の
将
来
を
担
う
小
中

学
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
を
訪
問
し
て
情

報
交
換
や
友
好
親
善
を
深
め
る
た
め
、
昭
和

56
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

2
泊
3
日
の
短
い
期
間
で
し
た
が
、
小
学

校
舎
の
見
学
、錦
帯
橋
や
下
関
市
の
海
峡
館
、

海
峡
ゆ
め
タ
ワ
ー
、
秋
芳
洞
な
ど
県
内
の

様
々
な
名
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
和
木
町
の
子

ど
も
達
と
は
初
め
て
会
っ
た
と
は
思
え
な
い

く
ら
い
に
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
い
思
い
出
を
残
せ
た

も
の
と
思
い
ま
す
。

　

7
月
30
日
か
ら
8
月
6
日
に
か
け

て
、
や
ま
ぐ
ち
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
フ
ェ

ス
タ
が
山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
は

県
民
と
世
界
の
ス
カ
ウ
ト
達
と
の
交

流
の
場
を
創
出
す
る
と
共
に
、
県
の

魅
力
を
世
界
に
発
信
す
る
た
め
に

1
9
2
0
年
か
ら
開
催
さ
れ
、
今
回

で
23
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

会
場
に
は
世
界
の
様
々
な
食
べ
物

な
ど
を
販
売
す
る
ブ
ー
ス
が
あ
り
、

日
頃
あ
ま
り
目
に
し
な
い
料
理
な
ど

を
求
め
て
、
店
に
は
長
蛇
の
列
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
市
町
や
県
内
企

業
な
ど
に
よ
る
展
示
、
体
験
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
立
ち
並
び
、
多

く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

和
木
町
か
ら
は
特
産
品
で
あ
る

「
瀬
戸
の
黒
麺
」
と
「
も
ぶ
り
」
が

販
売
さ
れ
、
会
場
に
来
た
多
く
の
人

に
和
木
町
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

8
月
3
日
、
第
23
回
世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
和
木
町
で
開
催
さ
れ
、
日
本
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
イ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

ベ
ル
ギ
ー
か
ら
約
70
名
の
ス
カ
ウ
ト
が
訪
れ
、
体
験
・

交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
文
化
会
館
で
町
主
催
に
よ
る
歓
迎
行

事
を
行
い
、
町
長
、
教
育
長
の
歓
迎
あ
い
さ
つ
の
後
、

四
境
太
鼓
に
よ
る
歓
迎
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
ス
カ
ウ
ト
た
ち
は
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
で
、

ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を

楽
し
み
、
ヤ
マ
モ
モ
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
味
わ
い
ま

し
た
。 

　

午
後
か
ら
は
、
小
学
校
と
中
学
校
に
分
か
れ
、
児

童
生
徒
と
の
交
流
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
校

で
は
、
け
ん
玉
や
竹
ト
ン
ボ
な
ど
日
本
の
遊
び
を
、

中
学
校
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
使
っ

た
「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
ア
ー
ト
」
の
製
作
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
訪
問
し
た
ス
カ
ウ
ト

に
と
っ
て
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、

小
中
学
生
に
と
っ
て
も
、
国
際
理
解
に
大
き
く
寄
与

し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　９月７日（月）から１１月６日（金）の２か月間、恵庭市総務部職員課の七条梢
さんが、派遣職員として保健福祉課に配属され、ねんりんピックや敬老会など
の行事に従事する予定です。また、地域行事にも参加いたしますので、よろし
くお願いします。

　詳しくは広報わき１０月号でお知らせします。

ま
ち
の
話
題

恵
庭
市
教
育
使
節
親
善
団

交
流
事
業
に
つ
い
て

姉妹都市 北海道恵庭市から

第23回 世界スカウトジャンボリー第23回 世界スカウトジャンボリー第23回 世界スカウトジャンボリー第23回 世界スカウトジャンボリー

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
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文化財保護審議会

和木地区生徒指導推進協議会

　７月１０日、和木地区生徒指導推進協議
会が開催され、児童生徒の健全育成と非行
防止について、様々な意見が交わされま
した。
　協議会で出た意見や普段学校が児童生徒
に指導している注意事項などをまとめたも
のを、町内の掲示板に掲示しています。学
校・家庭・地域が同じ思いをもって、和木
町の子ども達の健全育成を行っていきたい
と思います。ご協力のほどよろしくお願い
します。

　７月３０日、民生・児童委員（森田真
須美会長）の皆さんと子ども会育成連絡
協議会（吉田浅美会長）の児童・保護者
の約５０名が、朝の涼しい時間帯に１時
間程度かけて、わきあいあい苑（村中義
信施設長）の窓ふき清掃作業を実施しま
した。
　今後も様々な団体との交流を深め、活
動の活性化と地域貢献をしていきたいも
のです。

夏休みの
　 わきあいキッズ

民生・児童委員と町子連の
合同奉仕作業

　８月５日に、文化会館において
文化財保護審議会（正中克磨会長）
が開催されました。
　今回の会議では、四境の役１５０
年（平成２８年）に向けての取り組
みについても意見が出されました。
　今後も文化財行政推進上必要な
意見等の集約を行い、具現化して
いきたいと思います。

造形あそび

陶芸

自然観察

弓道

ちぎり絵

～「将来を担う子ども達」は
　　　　地域で見守り、育てる！～
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図書館臨時休館の知らせ

９月の休館日

6
13
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15

20

2
9
16

3
10

4
11
18

12
19
26

27 28 29 30

7
14

22 2521 2423
17

5

■に白字は図書館休館日

開館時間
平日▶９時 30分～ 18時 15分
　　　　（貸出は 18時まで）
土日▶９時 30分～ 17時
　　　　（貸出は 16時 45分まで）
お問い合せ

http://www.waki-toshokan.jp/index.html
TEL：54－0222  FAX：54－0278

■ ＣＬＥＭＥＮＴＩＮＥ　Ｓｉｎｇｓ　Ｄｉｓｎｅｙ/ＣＬＥＭＥＮＴＩＮＥ
■ ブラッド・ムーン/佐野元春＆ザ・コヨーテバンド    
■  Ａ　ＯＮＥ/浜崎あゆみ
■ ＴＨＥ　ＢＥＳＴ/ナオト・インティライミ

■ ヒトトウタ/一青窈
■ ＫＩＳ－ＭＹ－ＷＯＲＬＤ/ＫＩＳ－Ｍy－Ｆt２
■  ＬＩＦＥ/ＨＹ

■ チェインドッグ　（櫛木理宇　著）　
鬱屈した日々を送る大学生の雅也は、世間を震撼させた連続殺人犯・榛村大和
から「唯一の冤罪」の証明を託される。１つ１つの選択が明らかにしていく残酷

な真実とは？俊英が描く鮮烈なミステリー。

■ 校長、お電話です！　（佐川光晴　著）
問題頻発の中学校を立て直すために、異例の若さで校長に抜擢されたシ
バロク。そんな矢先、校内からタバコの吸い殻が見つかり、女性教師が
自殺未遂を起こす。教師たちは休む暇もない激務で・・・・。「小説推理」
連載に加筆し書籍化。

■ ベイマックス　
謎の事故で最愛の兄を失った天才少年ヒロ。深く傷ついた彼を救ったのは、人々の
心と体を守るために兄が開発したケア・ロボットのベイマックスだった。兄の死の真
相をつかもうとする２人の前に、未知なる強大な敵が立ちはだかる。

図書館ニュース
利用者カードを持って図書館へお越し下さい。

新しく入荷しました
※９月のおはなし会
　１９日（土）１０時３０分～

「ぬいぐるみのお泊まり会」開催

あなたの大好きなぬいぐるみを図書館にお泊りさせてみませんか？ 　図書館では、１０月６日
（火）から１１日（日）まで、
図書の点検を行いますの
で、休館いたします。
　ご来館の皆さまによりよ
く快適にご利用いただける
よう図書の整理等を行って
まいりますので、ご理解ご
協力いただきますようよろ
しくお願い
いたします。

　「ぬいぐるみのお泊まり会ってなによっ！」って思っているあなた！
　あなたの代わりに大好きなぬいぐるみが夜の図書館を探検します。また、
ぬいぐるみ同士が集まっておはなし会をしたり、図書館のいろいろな仕事
を体験しちゃいます。
　あなたへのお土産は、図書館の絵本。ぬいぐるみが選んで貸し出してく
れますよ。
　大好きなぬいぐるみがお泊まりするのはさみしいかもしれない
けど、ぬいぐるみに図書館を探検させてあげてくださいね。
　お泊まり会の日　１０月１７日（土）
　受付時間　　　　当日１５時～　　先着１０名
　受付場所　　　　図書館ロビー（小瀬川側入り口）
　持ってくるもの　大好きなぬいぐるみ・図書カード（保護者カード可）
　迎えに来る日・場所　１０月１８日（日）１０時　図書館ロビー
　お問合せ　　　　和木町立図書館　☎５４-０２２２
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オレンジカフェだよりオレンジカフェだより 　８月２４日のオレンジカ
フェでは、折り紙で手と頭の

体操をしながら、お茶を楽しみました。毎回、認知症地域支援推
進員が、認知症に関する心配ごと、悩みごとの相談に応じます。
個室もありますので、お気軽にご相談ください。

【次回のご案内】
日　時 ９月２８日㈪　１３時３０分～１５時
       　（時間内　出入り自由）
場　所 保健相談センター
参加費 ２００円
　　　　（飲み物とおやつ代）
申・問 地域包括支援センター
　　　　（☎５２－２１９６）

♪認知症を予防したいと思っている人、認知症の人、介護をしている人、

話し相手が欲しい人など・・・一緒にわきあいあいと、お茶の時間を

楽しみませんか。冷たい飲み物もご用意しています。飲み物のお代わ

りも自由なので、ゆったりと過ごしてください。♪

　　若年性認知症とはどんな病気なのでしょう？

　認知症は一般的には高齢者に多い病気ですが、６５歳未満で発症した場合、「若年性認知症」といいます。高齢者
の認知症は女性に多いのに比べ、若年性認知症は男性に多いのが特徴です。
　全国の若年性認知症の数は約３７，８００人です（平成２１年３月発表）。原因となる疾患は、血管性認知症が４０％
と最も多く、次いでアルツハイマー病（約２５％）です。発症年齢は平均で５１．３歳であり、約３割は５０歳未満で
発症しています。発症から診断までに時間がかかる場合が多く、その間に家庭や職場で混乱をまねき、孤立してしま
うこともあります。
　本人や配偶者が現役世代なので、認知症になって職を失うと、経済的にも困ることになります。また、親の病気が
子どもに与える心理的影響も大きく、子どもへの支援は精神的・経済的なことを含め幅広く考えることが大切です。
まずは、様々なことを相談できる場所を見つけましょう。

（引用：認知症介護研究・研修大府センター編集若年性認知症ハンドブック）
　地域包括支援センターでは、認知症地域支援推進員を配置し、随時相談を受け付けています。お気軽にご相談くだ
さい。
問　地域包括支援センター（☎５２－２１９６）

マイナンバー制度が始まります
～１０月からマイナンバーが通知されます～

  通知カード
　１０月から、国民の皆さま一人一人に１２桁のマイナンバー（個人番号）が付番され、「通知カード」により
通知されます。通知カードは、皆さまの住民票の住所に簡易書留で送付されます。
　マイナンバーは生涯にわたって使うものです。大切にしてください。
　やむをえない理由により、住民票の住所地で通知カードを受け取ることができない方は、９月２５日（金）
までに住民票のある市区町村で居所登録の手続きをしてください。

  個人番号カード
　通知カードを受け取られた方は、同封された申請書を郵送することなどにより、平成２８年１月以降、和
木町の窓口で「個人番号カード」の交付を受けることができます。
　個人番号カードは、写真付きの公的身分証明書として使用できるカードです。

問合せ
・マイナンバーに関する詳細
　マイナンバーコールセンター（☎０５７０－２０－０１７８）
・居所登録
　住民サービス課（☎５２－２１９４）または住民票のある市区町村
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けいわん けいつい

　

消
費
税
の
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
所
得
の
低
い
方
へ

の
負
担
を
軽
減
す
る
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、
臨
時
福
祉
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

○
支
給
対
象
者　

　

平
成
27
年
1
月
1
日
に
和
木
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
の
う
ち
、
平
成
27
年
度

分
の
住
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
が
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
や
生
活

保
護
の
受
給
者
で
あ
る
場
合
な
ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

○
支
　
給
　
額　

給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き　

6
，
0
0
0
円

（
10
月
か
ら
平
成
28
年
9
月
ま
で
の
1
年
分
）

○
申 

請 

期 

間 

　

9
月
1
日
㈫
〜
12
月
1
日
㈫
ま
で　

※
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効

○
申 

請 

手 

続

・
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
申
請
書
を
８
月
下
旬
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

・
申
請
書
に
は
、
給
付
金
の
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
の
名
前
を
あ
ら
か

じ
め
印
刷
し
て
い
ま
す
。
内
容
を
確
認
の
う
え
、
申
請
書
に
印
鑑
を
押
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
に
は
、
対
象
の
方
の
全
員
の
本
人
確
認
書
類
（
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
旅
券
、
保
険
証
な
ど
）
の
写
し
、
申
請
者
名

義
の
口
座
が
確
認
で
き
る
も
の
（
通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）
の
写
し
が

必
要
で
す
。

・
申
請
は
、
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
受
付
し
ま
す
。
な
お
、
郵
送
で
の
申

請
も
可
能
で
す
。（
同
封
し
た
返
信
封
筒
に
申
請
書
と
本
人
確
認
書
類
の
写

し
及
び
申
請
者
名
義
の
口
座
確
認
が
で
き
る
も
の
の
写
し
を
入
れ
て
送
付
し

て
く
だ
さ
い
）

○
給
付
金
の
受
取
方
法

　

申
請
書
の
受
付
・
審
査
後
に
支
給
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
給
付
金
は
、

指
定
さ
れ
た
口
座
に
10
月
以
降
に
入
金
し
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　

臨
時
福
祉
給
付
金
に
関
し
て
、
町
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ（
銀
行
・

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自
動
支
払
機
）
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
あ

り
ま
せ
ん
。
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
と
き
は
、
保
健
福
祉
課
ま
た
は
警
察
署
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　
『
10
年
の
後
納
制
度
』
は
、
過

去
10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
で
す
（
本
来
、
国
民

年
金
保
険
料
は
2
年
を
経
過
す
る

と
時
効
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
）。
こ
の
制
度
を
利

用
す
れ
ば
、
将
来
の
年
金
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
『
10
年
の
後
納
制
度
』
は
、
9

月
30
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

終
了
後
、
10
月
1
日
か
ら
3
年
間

に
限
り
、
過
去
5
年
間
に
納
め
忘

れ
た
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
る
『
5
年
の
後
納

制
度
』
が
始
ま
り
ま
す
が
、
10
年

の
後
納
制
度
よ
り
も
納
付
で
き
る

期
間
が
短
く
、
保
険
料
の
支
払
額

が
高
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
な
ど
は
、
後
納
制
度

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
後
納
制

度
を
利
用
す
る
に
は
、
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
民
年
金
保
険
料

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
0
5
7
0
ー

0
1
1
ー

0
5
0
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

保
健
福
祉
課（☎

52
ー
2
1
9
5
）

　

 

岩
国
年
金
事
務
所

（
☎
24
ー
2
2
2
2
）

臨
時
福
祉
給
付
金 

受
付
開
始
！

国
民
年
金
保
険
料

『
10
年
の
後
納
制
度
』は

　
　
　
9
月
30
日
ま
で

　倒産、解雇、雇止めなどで離職され、
国民健康保険に加入した場合、保険料
が軽減される制度があります。
　解雇等の理由により離職し、「雇用
保険受給資格者証」が交付されている
方で、65歳未満の方が対象です。
　国民健康保険料は、前年の所得によ
り算定されますが、該当された方は、
給与所得を 30／ 100 とみなして計算
します。
　軽減を受けるには保健福祉課に申請
が必要です。
届出に必要なもの
○被保険者証
○雇用保険受給資格者証
○印鑑
問　保健福祉課（☎５２－２１９５）

国保被保険者の方へ
保険料が軽減される制度があります

　柔道整復師・鍼灸師などによる施術で、健康保険を受けられるケースは限ら
れています。正しくご理解いただき、適切な受診にご協力をお願いします。
■柔道整復師の施術を受けられる方
<国民健康保険が使える場合> 
・捻挫や打撲など
・医師の同意がある場合の骨折・脱臼など
<国民健康保険が使えない（自己負担になる）場合>
・単なる肩こりや筋肉疲労など 
・症状の改善が見られない長期にわたる施術 
・病気（神経痛、リウマチ、五十肩、関節炎、ヘルニアなど）による痛みやしびれ 
・脳疾患後遺症などの慢性病 
・仕事中、通勤途上におきた負傷（労災保険からの給付になります） 
　また、同一の負傷について同時期に保険医療機関で治療を受けた場合、原則
として柔道整復師の施術料は自己負担になります。
■はり・きゅうの施術を受けられる方
<国民健康保険が使える場合> 
・神経痛、リウマチ、頸腕症候群、五十肩、腰痛症及び頸椎捻挫後遺症等の
慢性的な疼痛を主症とする疾患の治療を受けたとき

問　保健福祉課（☎５２－２１９５）

整骨院・接骨院・鍼灸のかかり方
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日　時
対　象
場　所
内　容

９月９日（水）１０時～１２時
１　回　目

妊婦さんとご家族
保健相談センター
絵本の紹介、妊娠中の食事について

１０月７日（水）９時３０分～１２時
２　回　目

妊娠・出産・子育てについて、沐浴のポイント
持参物 母子手帳、おやつ代１００円程度 母子手帳
申込み 開催日１週間前までに、ご連絡ください。
※次回は、平成２８年１月１３日（水）・２月３日（水）を予定しています。申・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）　

これから、出産を迎えられる妊婦さんとご家族を応援する教室です。妊婦さんのつどい

子育て中のパパママがリフレッシュし、また育児のヒントを得ていただくための教室です。赤ちゃんのつどい

日　時
対　象
場　所
内　容

９月２９日（火）9時３０分～１１時 30 分
１　回　目

生後１～７ヶ月くらいの赤ちゃんと保護者、ご家族
保健相談センター
ベビーマッサージとパパママビクス

１０月９日（金）9時３０分～１３時
２　回　目

簡単！離乳食とパパママランチ

持参物 母子手帳、バスタオル、室内シューズ、お
出かけセット、大人の水分補給用の飲み物

母子手帳、エプロン、ふきん、子ども用スプー
ン、材料費５００円程度、お出かけセット

申込み 開催日１週間前までに、ご連絡ください。
※次回は、平成２８年１月１５日（金）・２月９日（火）を予定しています。申・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）　

９月の行事（わくわくタイム）
９月　３日　お話会
　　１０日　手作り缶バッチ
　　１７日　簡単シャドーボックス

　保健相談センターの講堂を親子ふれあいの場とし
て開放しています。
日時　毎週木曜日　利用時間が変わりました !!
　　　１０時～１５時　→　９時～１６時
　　わくわくタイム　　１１時頃から
　　（わくわくタイムを実施しない日もあります）
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）

わくわくルーム

すくすく計測相談会
日時　９月２４日（木）
　　　１３時３０分～１５時 受付
対象　乳児・幼児　※事前申込み不要
内容　身長・体重測定、その他相談
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）

９月の行事（うきうきタイム）
９月　８日（火） 発育測定（来所順）
　　１５日（火） 作ってあそぼ
　　１８日（金） うきうき座談会
　　　　　　　　～トイレットトレーニングについて～
　　２５日（金） 誕生日会

うきうき広場

子育て講座 親子で足育（そくいく）

　地域子育て支援センター（保育
所２階）には、子どもさんが喜ぶ
おもちゃが充実しています。ふれ
あいの場としてご活用ください。
日時　毎週火・金曜日（祝日・盆・年末年始除く）
　　　　９時３０分～１２時

注１　９月１１日は下記の子育て講座を実施す　
　　　るため、開催時間が異なります。
注２　９月２２日はお休みです。

　　うきうきタイム（保育士による手遊びなど）　
　　　　　　　　　　　１１時頃～
　　所庭での外遊び　　１１時３０分頃～
対象　乳幼児（幼稚園に入園まで）とその保護者

　「足育」とは、足について正しい知識を得て、正し
い靴の選び方や履き方をし、健康な足を育てることで
す。
日時　９月１１日（金）　１０時～１１時 
対象　乳児・幼児とご家族　※申込不要
講師　理学療法士　中元幸美　先生
内容　足育について、足のチェック
場所・問　地域子育て支援センター
　　　　　　　　（保育所２階）（☎５３－５５５１）

赤ちゃんから、幼稚園に
あがるまでのお子さん
あつまれ！！

すっくちゃん

日時　９月１５日（火）
　　　１０時～１１時３０分受付
対象　乳幼児（幼稚園に入園前まで）
内容　室内での遊び・茶話会
場所　和木２丁目第３集会所（山の手集会所）
参加費　１家族１００円
問　社会福祉協議会（☎５２－８６４４）

子育てサロン「たんぽぽ」

地域子育て支援センターからのお知らせ
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イラストはイメージです

元気アップ教室

夏野菜の中華スープ
（材料４人分）

9月

かぼちゃ……………４０ｇ
なす…………………４０ｇ
しめじ………………８０ｇ
おろしにんにく……小さじ1/4
ベーコン……………４０ｇ
卵……………………１個
鶏がらスープの素…小さじ２
水……………………３カップ
塩……………………小さじ1/3
こしょう……………少々
片栗粉………………小さじ２
水……………………大さじ２　

ゆっくりと体をととのえていく運動です。
日時 ９月２５日（金）１３時３０分～１５時
持参物 動きやすい服装・室内シューズ・
　　　 タオル・飲み物
申込み ９月１８日（金）まで（定員１５名）

「新しいことにチャレンジしたい」「体を動かしたい」
「生活習慣を見直したい」そんな気持ちを応援する教室です。

場所・問　保健相談センター　（☎５２－７２９０）

運動編～メノポーズ ケア～

野菜たっぷりヘルシーランチ。食習慣を振り返ります。
日時 ９月３０日（水）１０時～１３時
持参物 実習費４００円程度、エプロン、ふきん
申込み ９月２４日（木）まで（定員１５名）

食事編～ヘルシーランチ～

か
ら
だ

応
援
ペ
ー
ジ

問合せ・申込先

保健相談センター
（☎52-7290）

夏野菜の好みの材料を入れて、自分流にされてもいいです。
暑さに負けないためにも、野菜を摂取しましょう。

食生活改善推進協議会　５班

自分のからだ測定会
～ 健康と体力 向上事業 ～

　健康のためにできること……まずは、自分の
からだを知ることです！
　今回は、ストレス測定です。
日時　９月１４日（月）１０時～１５時
対象　一般の方
内容　ストレス測定
　　　～唾液アミラーゼ測定～
※飲食後 30 分は正確な測定は
　できません。
場所・問　保健相談センター
　　　　　　　（☎５２－７２９０）

　男性が自らの健康に気を
配り、元気に暮らしていく
ことができるよう、生活習
慣病の予防、自立支援を目的に、年に４回、男性を
対象とした料理教室を実施しています。
日時　９月２４日（木）９時３０分～１３時
対象　おおむね６０歳以上の男性
内容　講話・調理実習（野菜たっぷり献立）
場所　保健相談センター　会議室・栄養指導室
参加費　３００円
申込み　前回参加された方は、地区の食生活改善推
進員より参加の有無を確認させていただきます。新
規の方、期間があいての参加の方は、保健相談セン
ター（☎５２－７２９０）まで、ご連絡下さい。地
区の食生活改善推進員につなぎます。

男性の料理教室

●作り方
①下準備
かぼちゃ…７㎜程度の厚さの薄切り。
な　　す…１㎝のサイコロ切り。水につけておく。
し め じ…石づきを除き、小房に分ける。
ベーコン…１㎝幅に切る。
②鍋で煮る
鍋を熱し、ベーコンを炒める。かぼちゃ、なす、しめじ、おろしにんにくを加えて
しんなりするまで、炒める。
水と鶏がらスープを加えて煮る。野菜が柔らかくなったら塩とこしょうで味をつける。
水溶き片栗粉を加える。
溶き卵を穴じゃくしを使って、少しずつ加える。火が通ったら出来上がり。

　（１人分エネルギー７２キロカロリー）

９
月
10
㈭
〜
16
日
㈬
は
自
殺
予
防
週
間
で
す

「
う
つ
病
」
な
ど
の
心
の
病
気
を
予
防
し
、
自
殺
の
な
い
社
会

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
地
域
で
つ
な
が
り
、
家
庭
で
育
む
「
こ

こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

10



９月 28日㈪
９月 30日㈬

19：00～
19：00～

関ヶ浜分館
瀬田分館

開 催 日 時  間 場　　所

内　容 実施日 時　　間 予約電話番号

「和木わき体操」放送開始！！

屋外広告物講習会を開催します

　ケーブルテレビ（アイ・キャン）和木ちゃん
ねるでは、新番組「和木わき体操」の放送を開
始しました。
　少しの時間で手軽にでき、子どもや高齢の方
でも無理なくできる体操です。
　ぜひ、ご自宅で楽しみながら健康な身体づく
りを一緒に目指しましょう。
　約１０分程度、毎日３回放送します。番組の
最後には、週替わりで身体の調子を整える（ひ
ざ・腰など）コンディショニングを放送してい
ます。こちらもお見逃しなく！
放送時間　①８時～　②１３時～　③１９時～
出演　体操構成　医療法人社団親和会
　　　METS・やまと
問　地域振興協会（☎２８－４６６６）
　　　　　　　　  （　２８－４６６１）

　受講者は、県の屋外広告業登録の際に必ず置
かなければならない「業務主任者」の資格を得
ることができます。
日時 １０月２６日（月）　９時５０分～
場所 県庁共用第 3会議室
受講手数料 ３,４５０円
申込期間 ９月１０日（木）～１０月９日（金）
　　　　  （消印有効）
申 各土木建築事務所
問 県都市計画課（☎０８３－９３３－３７３３）

敬老会のお知らせ
　本年も７３歳以上の方をお招きして「敬老会」を実施します。
招待者の方には、民生委員がご案内をお渡しします。
　楽しい会にしたいと思いますので、多くの方の出席をお待
ちしています。
日時　９月１９日（土）９時３０分～１１時１５分
　　　（受付は８時３０分～）
場所　文化会館大ホール
アトラクション　新日本創作舞踊菅源流　菅源左翔さん
主催　和木町敬老会実行委員会（社会福祉協議会、自治会連
合会、民生委員児童委員協議会、婦人会）
※当日は、受付に案内状の入った封筒をお持ちください。
※当日出席できない方は、代理の方が記念品を取りに来られ
ても構いません。
※アトラクション（１０時開演予定）は、一般の方もご入場い
ただけます。
問　保健福祉課（☎５２－２１９５）

　蜂ヶ峯総合公園管理棟の男女更衣室を模様替えし、授乳室
兼おむつ替えスペースを設置しました。ぜひご利用ください。

岩国健康福祉センター（保健所）の
相談会・検査等予定

いずれも無料でご利用いただけます。予約電話番号まで、ご連絡下さい。

（住所：岩国市三笠町 1-1-1）

蜂ヶ峯総合公園管理棟に
授乳室兼おむつ替えスペースを設置

　『議会町づくり懇談会』を、下記の日程で開
催します。
　７月に文化会館、コミュニティセンターで開
催し、貴重なご意見を多数いただきました。現
在、今後の議会運営や町政へ反映できるよう調
査・研究をしているところです。
　さて、今月は予告しておりました関ヶ浜分館、
瀬田分館で開催いたします。何かと忙しい時間
帯とは存じますが、地域の皆さまの声をぜひお
聞かせください。
　皆さんのお越しをお待ちしております！

問　議会事務局（☎５２－２１３７）

議会町づくり懇談会の開催
〔関ヶ浜・瀬田地区〕

ストレス相談 13：30～15：30 ☎29－1525

☎29－1523

☎29－1519

☎29－1525

10：00～11：00

13：00～16：00

13：30～16：00

9月15日（火）
※毎月第３火曜日

9月8日（火）
※毎月第２火曜日

受付
9：00～11：00

13：00～16：00
17：00～19：00

9月29日（火）
※毎月第４火曜日

9月8日（火）
※毎月第２火曜日

9月29日（火）
※毎月第４火曜日

9月30日（水）
※毎月第４水曜日

医療機関で診療時間内に受ける方法も
あります。

骨髄バンク
登録

Ｂ・Ｃ型肝炎
検査

エイズ検査

ひきこもり
家族の会
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第９回山口県総合芸術文化祭「伝統文化と
現代の音楽との出会い」観覧者募集！

平成２７年度 キャラバン・メイト
養成研修開催のお知らせ

　能の初歩をご堪能いただくほか、音楽によるステー
ジを開催します。
　時代をこえた伝統文化と現代の音楽との出会いをお
楽しみください。
　観覧を希望される方は、電話でお問い合わせいただ
くか、下記ＨＰで申込方法をご確認の上、お申し込み
ください。
日時　１１月２３日（月・祝） １３時３０分開演
場所　シンフォニア岩国（岩国市）
入場料　無料（要入場整理券）
申込期限　１０月３０日（金）消印有効
※応募多数の場合は抽選となります。
申・問　山口県総合芸術文化祭実行委員会事務局
（☎０８３－９３３－２６１０）
（　０８３－９３３－４８２９）
Ｅメール　a19300@pref.yamaguchi.lg.jp
HP：http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a19300/
　　　　　　festa/index.html

日時　１０月１０日（土）　９時３０分～１６時３０分
会場　周南市新南陽ふれあいセンター

　　キャラバン・メイトとは？

　認知症サポーター（認知症について理解し、支
える人）を養成する専門的なボランティアです。
　キャラバン・メイト養成研修を受講した人は、
本人の意志によりキャラバン・メイトとして登録
され、町と連携して地域での認知症サポーター養
成講座の講師の役割を担います。

申込期限　９月２４日（木）
申・問　地域包括支援センター　
　　　　　（☎５２－２１９６）

「過去から現在へ」
－時代（とき）を架ける－

運
動
会
の
お
知
ら
せ

和
木
中
学
校

　
平
成
27
年
度
体
育
祭

　

９
月
６
日
㈰　

９
時
〜

和
木
小
学
校

　
秋
季
大
運
動
会

　

９
月
20
日
㈰　

９
時
〜

和
木
幼
稚
園

　
和
木
幼
稚
園
運
動
会

　

10
月
3
日
㈯　

９
時
30
分
〜

※
い
ず
れ
も
小
雨
決
行

　

雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延

ご持参または、FAX か郵送でお申し込み
ください

受付期限
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行

政

相

談

面

接

相

談

行
政
書
士
電
話
相
談

司
法
書
士
無
料
成
年
後
見
相
談
会

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

巡
回
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

各
種
お
知
ら
せ

法

の

日

週

間

行

事

無
料
法
律
相
談

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時 

9
月
18
日
㈮　

13
時
〜
15
時

場
・
問 

町
民
相
談
室（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
水
・
金
曜
日
に
8
時

30
分
〜
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　

和
木
町
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
で

困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気
に
な
る
な

ど
、
お
子
様
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
お

応
え
す
る
た
め
に
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
面

接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時 

9
月
10
日
㈭　

14
時
〜
17
時

場
所 

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

対
象 

幼
児
、小
、中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者
、

幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員

※
前
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
時
間 

8
時
30
分
〜
16
時
30
分

申
・
問 

ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

（
☎
0
1
2
0
ー
81
ー
7
8
3
0
）

主
催 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

日
時 

9
月
24
日
㈭　

9
時
〜
12
時

場
所 

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
階
集
会
室

問 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

岩
国
市
役
所
前
事
務
所
（
☎
22
ー
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

毎
月
第
4
週
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

主
催 

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　

 

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　

 

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　

 

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日
時 
9
月
17
日
㈭　

9
時
〜
12
時

場
所 
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

行
政
書
士　

用
皆
光
康

（
☎
0
9
0
ー
3
3
7
5
ー
1
1
5
2
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受

給
者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
の
就
職
支
援
の

た
め
、
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
幅
広
く
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時 

9
月
15
日
㈫　

13
時
〜
16
時

場
所 

文
化
会
館
２
階
商
工
指
導
室

問 

岩
国
公
共
職
業
安
定
所
（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

日
時 

10
月
1
日
㈭
、
2
日
㈮　
10
時
〜
16
時

相
談
方
法 

電
話
相
談
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

（
☎
0
1
2
0
ー
2
6
6
ー
3
2
1
）

相
談
内
容 

相
続
、
遺
言
、
自
動
車
、
建
設
業
、

法
人
設
立
、契
約
、示
談
、内
容
証
明
、農
地
転

用
、公
正
証
書
、営
業
許
可
、国
際
業
務
、成
年

後
見
、産
業
廃
棄
物
、交
通
事
故
、告
訴
状
、著

作
権
な
ど
に
関
す
る
こ
と

相
談
員 

山
口
県
行
政
書
士
会
の
行
政
書
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問 

山
口
県
行
政
書
士
会

（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
5
0
5
9
）

　

10
月
1
日
は「
法
の
日
」で
す
。「
法
の
日
」

は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
、
法
の
役
割
や
重
要

性
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と

な
る
た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

日
時 

10
月
6
日
㈫　

14
時
〜
16
時

（
受
付
時
間
は
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
）

※
事
前
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
裁
判

所
で
係
争
中
の
案
件
で
あ
る
場
合
は
相
談
で

き
ま
せ
ん
。

場
所 

山
口
県
民
文
化
ホ
ー
ル
い
わ
く
に　

（
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
）
2
階
特
別
会
議
室

相
談
内
容 

金
銭
、
不
動
産
、
家
庭
関
係
な

ど
の
法
律
上
の
問
題

相
談
担
当
者 
山
口
県
弁
護
士
会
（
岩
国
地

区
会
）
所
属
の
弁
護
士

問 

山
口
地
方
裁
判
所
岩
国
支
部
庶
務
係

（
☎
41
ー
0
1
6
1
）

日
時 

9
月
1
日
㈫
〜
30
日
㈬
の
う
ち
相
談

者
の
希
望
す
る
日
時
（
原
則
平
日
）

対
象
者

①　

認
知
症
や
知
的
障
害
・
精
神
障
害
な
ど

に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

②　

将
来
、
判
断
能
力
が
な
く
な
っ
た
ら
ど

う
し
よ
う
と
不
安
が
あ
る
方

③　

①
②
の
方
を
支
え
る
家
族
、
支
援
者
、

福
祉
関
係
者
、
一
般
市
民

相
談
員 

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員

（
家
庭
裁
判
所
提
出
名
簿
登
載
司
法
書
士
）

相
談
方
法 

訪
問
相
談
（
要
予
約
）

　

山
口
県
内
の
希
望
す
る
場
所
に
相
談
員
が

訪
問
し
、
相
談
を
受
け
ま
す
。

予
約
方
法 

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
相

談
内
容
・
希
望
す
る
日
時
と
場
所
を
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
す
る
こ
と
に
よ
り
予
約
を
受

け
付
け
ま
す
。

予
約
受
付
期
間

　

9
月
30
日
㈬
ま
で

　

9
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

問
・
予
約
先

〒
7
5
3
ー
0
0
4
8

山
口
市
駅
通
り
二
丁
目
9
ー
15 

リ
ー
ガ
ル

サ
ポ
ー
ト
山
口
相
談
予
約
係

（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
5
2
2
0
）

（　

0
8
3
ー
9
2
1
ー
0
4
7
5
）

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

相
続
、
遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。
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調
停
相
談
事
業
無
料
相
談
会

ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済
制
度

和
木
町
給
与
所
得
者

生
活
資
金
融
資
制
度

　

福
島
県
は
、
原
子
力
災
害
に
よ
り
避
難
さ

れ
て
い
る
方
々
に
対
し
、
下
記
の
と
お
り
内

部
被
ば
く
検
査
及
び
避
難
者
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

①
内
部
被
ば
く
検
査

日
時 

9
月
25
日
㈮
〜
28
日
㈪

9
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所 

山
口
県
社
会
福
祉
会
館
（
山
口
市
大

手
町
9
番
6
号
）
第
1
会
議
室

内
容 

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
よ
る

内
部
被
ば
く
検
査

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

②
避
難
者
相
談
会

期
日 

9
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰

場
所 

山
口
県
社
会
福
祉
会
館
（
山
口
市
大

手
町
9
番
6
号
）
第
3
会
議
室

内
容 

避
難
者
支
援
や
健
康
に
関
す
る
相
談

な
ど　

※
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

申
・
問 

福
島
県
保
健
福
祉
部
県
民
健
康
調

査
課
（
☎
0
8
0
ー
5
7
4
3
ー
5
8
6
7
）

（
☎
0
8
0
ー
5
7
4
3
ー
5
8
6
8
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ー
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放
送
予
定

の
、「
に
っ
ぽ
ん
縦
断 

こ
こ
ろ
旅
（
２
０
１

５
秋
の
旅
）」
の
お
手
紙
を
募
集
し
ま
す
。

　

番
組
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
お
手
紙
で

旅
の
ル
ー
ト
を
決
定
す
る
た
め
、
市
（
町
）

内
の
「
忘
れ
ら
れ
な
い
場
所
、
風
景
」
に
ま

つ
わ
る
手
紙
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

山
口
県
の
放
送
予
定
は
、
10
月
19
日
㈪
〜

10
月
23
日
㈮
で
す
。

応
募
期
限 

9
月
14
日
㈪
必
着

応
募
内
容 

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
性
別
、

年
齢
、
思
い
出
の
場
所
、
風
景
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド

応
募
方
法 

番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nhk.or.jp/kokorotabi/

　

0
3
ー
3
4
6
5
ー
1
3
2
7

郵
送
〒
1
5
0
ー
8
0
0
1

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
こ
こ
ろ
旅
」
係

問 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
5
7
0
ー
0
6
6
ー
0
6
6
）

   

会
社
の
倒
産
や
事
業
の
不
振
な
ど
に
よ

り
、
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
の
生
活
資

金
な
ど
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
御
利

用
く
だ
さ
い
。

・
貸
付
対
象
者
（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
）

⑴　

県
内
に
居
住
し
て
い
る
方

⑵　

離
職
時
の
事
業
所
に
1
年
以
上
勤
続
し

て
い
た
方

⑶　

離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
勤
労
者
（
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
ま
た
は
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
で
あ
っ
た
方
で
離
職
理
由

コ
ー
ド
が
11
、
12
、
21
、
22
、
23
、

31
、
32
及
び
34
で
あ
る
方
に
限
り
ま

す
）
で
、
離
職
後
1
年
以
内
の
方

⑷  

借
入
申
込
時
、
現
に
離
職
し
て
お
り
、

か
つ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
活
動
を

行
っ
て
い
る
方

⑸　

市
町
税
を
完
納
し
て
い
る
方

⑹　

返
済
能
力
の
あ
る
方

　

確
認
書
類
と
し
て
、
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
等
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

資
金
使
途 

大
学
教
育
資
金
、
住
宅
資
金
償

還
金
、  

冠
婚
葬
祭
・
療
養
資
金
、
災
害
資
金
、

一
般
生
活
資
金

貸
付
限
度
額 

70
〜
1
5
0
万
円

償
還
期
間 

6
〜
10
年
以
内

貸
付
利
率 

年
1
・
0
％
（
別
に
保
証
料
が
必

要
）

保
証
人
等 

連
帯
保
証
人
1
名
（
申
込
人
と

別
生
計
の
方
）
と
（
一
社
）
日
本
労
働
者
信

用
基
金
協
会
の
債
務
保
証
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

申 

中
国
労
働
金
庫
（
貸
付
に
当
た
っ
て
は
、

中
国
労
働
金
庫
の
審
査
が
あ
り
ま
す
）

問 

企
画
総
務
課　
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

県
労
働
政
策
課

（
☎
0
8
3
ー
9
3
3
ー
3
2
1
0
）

県
内
の
中
国
労
働
金
庫
各
支
店

　

和
木
町
に
居
住
す
る
給
与
所
得
者
に
、
生

活
資
金
を
融
資
し
ま
す
。

貸
付
限
度
額 

30
万

償
還
期
間 

2
年

貸
付
利
率 

年
2
・
5
％

※
連
帯
保
証
人
が
2
名
必
要
で
す

問 

Ｊ
Ａ
山
口
東
和
木
支
所

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
1
7
2
2
）

　

 

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

〜
福
島
県
か
ら
避
難
さ
れ
て
い
る
方
へ
〜

内
部
被
ば
く
検
査
及
び

相
談
会
の
ご
案
内

離
職
さ
れ
た
方
の
生
活
の
安
定
の
た
め
に

県
・
市
町
離
職
者
緊
急
対
策
資
金

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

お

手

紙

募

集

日
時 
10
月
23
日
㈮　

10
時
〜
15
時

場
所 

岩
国
市
民
会
館　

第
Ⅰ
研
修
室

内
容 

交
通
事
故
、
金
銭
、
土
地
建
物
、
公
害
、

家
庭
に
関
す
る
問
題
な
ど

相
談
員 

岩
国
調
停
協
会
所
属
の
民
事
調
停

委
員
、
家
庭
調
停
委
員

問 

山
口
地
方
裁
判
所
岩
国
支
部

（
☎
41
ー
0
1
6
1
）

　

死
亡
、
障
害
、
入
院
、
火
災
・
住
宅
災
害

な
ど
を
保
障
し
、
結
婚
、
出
産
、
銀
婚
、
小
・

中
・
高
等
学
校
入
学
に
対
す
る
祝
い
金
に

も
給
付
さ
れ
ま
す
。

特
典

・
事
業
所
が
従
業
員
の
た
め
に
共
済
掛
け
金

を
負
担
さ
れ
た
場
合
は
、
損
金
ま
た
は
必

要
経
費
と
し
て
算
入
で
き
ま
す
。

・
全
国
宿
泊
施
設
利
用
料
助
成
、
人
間
ド
ッ

ク
・
脳
ド
ッ
ク
受
診
料
助
成
、
国
家
資
格

試
験
等
受
験
料
助
成
も
あ
り
ま
す
。

加
入
条
件

・
県
内
の
中
小
企
業
の
勤
労
者
で
、
契
約
発

効
日
の
前
日
に
健
康
で
満
15
歳
〜
満
71
歳

の
方
（
子
ど
も
は
0
歳
〜
満
25
歳
未
満
）。

・
1
カ
月
の
掛
け
金
（
1
人
分
）

1
型　

4
5
0
円

2
型　

9
0
0
円

3
型　

1
，
5
0
0
円

4
型　

2
，
0
0
0
円

高
齢
者
型　

4
5
0
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
型　

5
0
0
円

問 

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）
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  「AEDを併用した心配蘇生法」救命講習会のご案内
開催日　上級を除き受講者15名以上で随時受付中（再講習を含む）
受講時間　普通Ⅰ・・・３時間
　　　　　普通Ⅱ・・・４時間
　　　　　上級・・・・８時間
受講料　無料
その他　消防長が、あなたの救命技術を認定する、講習
修了証を交付いたします。
申・問　消防本部警防課（☎22－13 21）

9月9日は救急の日9月9日は救急の日
９月６日㈰～12日㈯は救急医療週間です

●
上
級
土
木

受
験
資
格 

昭
和
62
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
、
4
年
制
大
学
を
卒
業
ま
た
は
平
成
28

年
3
月
卒
業
見
込
み
の
人

募
集
人
数 

1
人

一
次
試
験 

10
月
18
日
㈰　

8
時
50
分
〜

場
所 

岩
国
市
水
道
局

内
容 

適
性
検
査
、
教
養
及
び
専
門

募
集
期
間 

9
月
25
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

採
用
予
定
日 

平
成
28
年
4
月
1
日
以
降

※
交
替
勤
務
の
可
能
性
有
り

応
募
方
法 

所
定
の
申
込
書
（
水
道
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）、
写
真

2
枚
（
縦
4
㎝
×
横
3
㎝
）、
卒
業
証
書
の

写
し
ま
た
は
卒
業
見
込
証
明
書
を
郵
送
ま
た

は
直
接
、
水
道
局
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

申
・
問 

〒
7
4
0
ー
0
0
2
2　

岩
国
市
山
手
町
四
丁
目
4
ー
14

岩
国
市
水
道
局
総
務
課
（
☎
22
ー
3
7
1
1
）

　

自
主
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修
及
び

防
災
士
資
格
取
得
に
係
る
費
用
を
町
が
助
成

し
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
活
動
促
進
に
貢
献
す
る

意
思
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
山
口
県
が
実
施

す
る
研
修
で
す
。
研
修
の
終
了
後
に
は
防
災

士
資
格
取
得
試
験
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
定
員
が
70
名
の
た
め
、
応
募
者
多

数
の
場
合
は
別
途
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

中
学
生
「
通
信
の
未
来
」

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

自
主
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

養
成
研
修
の
受
講
募
集

開
催
日 

10
月
10
日
㈯
、
11
日
㈰
、

　
　
　

 

11
月
22
日
㈰

※
3
日
全
て
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
す

場
所 

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

　

山
口
県
山
口
市
秋
穂
二
島
1
0
6
2

募
集
締
切 

9
月
10
日
㈭

費
用 

宿
泊
料
、
受
講
料
、
交
通
費
（
実
費

相
当
分
）
を
和
木
町
が
助
成
し
ま
す
。

そ
の
他 

自
主
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
研

修
を
受
講
し
、
防
災
士
資
格
を
取
得
さ
れ
た

方
は
町
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
・
問 

企
画
総
務
課　

（
☎
52
ー
2
1
3
6　

内
線
3
0
7
）

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
も
う
と
計
画
さ
れ

て
い
る
方
は
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
、

食
中
毒
や
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

衛
生
管
理
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

・
調
理
の
直
前
ま
で
食
材
は
冷
や
し
て
保
存

し
ま
し
ょ
う

・
ト
ン
グ
、
箸
は
用
途
に
よ
っ
て
使
い
分
け

ま
し
ょ
う

・
お
肉
の
中
心
部
ま
で
よ
く
焼
き
ま
し
ょ
う

・
お
に
ぎ
り
は
ラ
ッ
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
で

握
り
ま
し
ょ
う

　

火
の
取
扱
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

・
一
度
火
を
付
け
た
ら
着
火
剤
の
継
ぎ
足
し

は
絶
対
や
め
て
く
だ
さ
い

・
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
は
ボ
ン
ベ
が
過
熱
さ
れ

る
と
危
険
で
す

問 

消
費
者
庁
消
費
者
安
全
課

（
☎
0
3
ー
3
5
0
7
ー
9
2
8
0
）

　

総
務
省
で
は
、「
20
年
後
の
情
報
通
信
の

姿
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
中
学
生
の
作
文
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ 

20
年
後
の
情
報
通
信
の
姿

例
（
20
年
後
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
姿
に
つ
い
て
）

　

 （
20
年
後
、
私
た
ち
は
、
世
界
の
人
々
と
ど

の
よ
う
な
手
段
で
や
り
と
り
し
て
い
る
か
）

応
募
資
格 

中
学
生
全
学
年

応
募
期
間 

9
月
17
日
㈭
ま
で

申
・
問 

Ｉ
Ｔ
Ｕ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局

（
株
式
会
社
リ
ベ
ル
タ
ス
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
内
）（
☎
0
1
2
0
ー
5
7
5
ー
3
3
4
）

https://w
w
w
.soum

u.go.jp/joho_ko
kusai/IT

U
/IT
U
150.htm

l

岩
国
市
水
道
局
職
員
募
集

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
お
け
る
注
意
事
項

　

地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
な
ど
の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断

を
無
料
で
行
い
ま
す
。

　

耐
震
改
修
に
つ
い
て
は
、
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象 

町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
昭
和
56

年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
一
戸
建
て

の
木
造
住
宅

補
助
条
件 

所
有
者
が
町
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
な
ど
（
詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
）

◆
無
料
耐
震
診
断　

募
集
戸
数　

5
戸

※
申
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り

ま
す
。

募
集
期
間 

9
月
30
日
㈬
ま
で

※
耐
震
診
断
員
の
派
遣
は
、
10
月
以
降
と
な

り
ま
す
。

◆
耐
震
改
修

募
集
戸
数 

2
戸

募
集
期
間 

9
月
30
日
㈬
ま
で

補
助
限
度
額 

60
万
円

※
耐
震
改
修
を
行
う
た
め
に
は
、
事
前
に
耐

震
診
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
・
問 

都
市
建
設
課　
（
☎
52
ー
2
1
9
7
）

申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断

耐
震
改
修
補
助
制
度

15



平
成
27
年
度　

Ｊ
Ａ
山
口
東
ち
ゃ
ぐ
り
ん

フ
ェ
ス
タ
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
）

平
成
27
年
度　

和
木
町
近
郊

秋
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
開
催

第
21
回
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
杯

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

和
木
町
秋
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

周
南
市
近
郊
鹿
野
大
会

開
催
日 

8
月
2
日  

場
所 

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園

結
果 

優
勝

開
催
日 

8
月
9
日　

場
所 

平
田
小
学
校

結
果 

優
勝

和木町スポーツ少年団
ソフトボール部

和木町スポーツ少年団
バレーボール部

ス
ポ
ー
ツ

開
催
日 

7
月
19
日　

場
所 

鹿
野
小
学
校 

他

結
果 

Ｂ
級　

準
優
勝

日
時 

10
月
3
日
㈯　

9
時
〜
13
時

場
所 

町
民
庭
球
場

主
催 

体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

参
加
料 

１
ペ
ア　

1
，
0
0
0
円

（
当
日
徴
収
）

試
合
方
法 

日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
競
技

規
則

申
込
方
法 

体
育
協
会
事
務
局
（
体
育
セ
ン

タ
ー
内
）

申
込
期
限 

9
月
25
日
㈮

問 

体
育
協
会
事
務
局
（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

日
時 

12
月
6
日
㈰　

9
時
30
分
〜

場
所 

和
木
町
体
育
セ
ン
タ
ー

主
催 

和
木
町
体
育
協
会

種
目

　

男
子　

Ａ
級
複
・
Ｂ
級
複
・
Ｃ
級
複

　

女
子　

Ａ
級
複
・
Ｂ
級
複
・
Ｃ
級
複

試
合
方
法　

予
選
リ
ー
グ
及
び
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト

参
加
料 

一　

般　

1
，
3
0
0
円
／
人

 　
　
　

高
校
生　

1
，
0
0
0
円
／
人

　
　
　

 

中
学
生　
　
　

7
0
0
円
／
人

申
込
期
限
・
参
加
料
振
込
期
限

　

11
月
27
日
㈮
必
着

問 

体
育
協
会
事
務
局
（
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）

（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

定員40名

※雨天中止

※雨天中止

定員30名

わきスポーツ

フェスタ

わきスポーツ

フェスタ

わきスポーツ

フェスタ

10/11
2015

時間 ：  9時～12時頃まで
　　　（9時より開会式）
場所 ： 体育センター

（日）

主催/和木スポーツクラブ

お申込みは別紙申込み用紙にて。締め切り⇨９月３０日（水）

1

2 3

4

クリーンウォーキング

＆ノルディックウォーク

体力測定
（65歳以上）

ニュースポーツ

で遊ぼう
（当日参加ＯＫ）

体組成測定
◎体脂肪や筋肉量などを測定し、
腕、足、内臓など部位別に表
示します。

◎屋内用シューズをご持参く
ださい。

　理想の体を目指す運動
　プログラムを提示します。

①蜂ヶ峯コース（6km）
②関ヶ浜分館コース（5.4km）
③瀬田分館コース（3.3km）

◎クリーンウォークは、
　コース途中のゴミを
　拾いながら
　歩きます。
参加料 １人 100 円
　　　 　（賞品あり）
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和

木

短

歌

会

和

木

俳

句

教

室

負
籠
据
え
深
き
雲
海
な
が
め
つ
つ
　
　
　
　
　
　

祖
母
と
憩
い
し
峰
尾
恋
し
き

雨
降
り
て
化
粧
な
お
し
を
し
た
よ
う
な
　
　
　
　

濃
き
紫
の
額
あ
じ
さ
い
は

ド
ン
と
音
　
夜
空
に
ひ
ら
く
大
輪
の

花
火
に
孫
ら
の
瞳
輝
く

ヒ
ロ
シ
マ
に
八
月
六
日
が
め
ぐ
り
来
て

朝
の
瀬
田
川
わ
れ
は
忘
れ
ず

知
る
限
り
夫
は
あ
さ
イ
チ
肥
溜
に

メ
ダ
カ
尋
ね
る
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ

モ
ア
イ
像
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
真
野
湾
に

横
顔
を
見
す
人
面
岩
は

正
中
ツ
ヤ
子

向
田
登
美
子

森
本
　
初
子

灰
岡
　
裕
美

横
川
美
代
子

藤
上
　
紀
子

野
地
蔵
の
供
花
の
如
し
や
鹿
の
子
百
合

捨
て
切
れ
ぬ
妣
の
時
計
や
原
爆
忌

花
火
果
て
星
空
も
ど
る
漁
師
町

歩
を
延
ば
し
清
け
き
風
の
花
野
か
な

肩
車
親
子
で
見
入
る
大
花
火

浴
衣
の
子
火
の
粉
ち
り
ち
り
遊
び
を
り

越
智
　
幸
子

小
川
　
誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡
　
菊
江

山
重
　
杵
子

与
三
本
愛
子

ク
ホ
）
と
栄
養
機
能
食
品
に
限
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
機
能
性
を
わ
か
り

や
す
く
表
示
し
た
商
品
の
選
択
肢
を

増
や
し
、
商
品
の
正
し
い
情
報
を
得

て
選
択
で
き
る
よ
う
、「
機
能
性
表

示
食
品
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

機
能
性
表
示
食
品
は
「
体
の
ど
こ

に
ど
う
よ
い
の
か
」
な
ど
の
表
示
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
に
記
載
で
き
ま

す
。　

　

機
能
性
表
示
食
品
の
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
み

で
判
断
せ
ず
、
注
意
事
項
を
よ
く
読

み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
体
調
に
異
変
を
感
じ
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
医
師
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

【
相
談
】

　

最
近
、
機
能
性
表
示
食
品
と
表
示

さ
れ
た
商
品
を
見
か
け
ま
す
が
、
ど

ん
な
も
の
で
す
か
？
利
用
に
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
た
ら
い
い

で
す
か
？

【
処
理
】

　

機
能
性
表
示
食
品
と
は
、
事
業
者

の
責
任
に
お
い
て
機
能
性
を
表
示
し

た
「
食
品
」
で
す
。
健
康
づ
く
り
の

基
本
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生

活
と
適
度
な
運
動
で
す
。
健
康
食
品

を
ど
う
使
う
か
、
正
し
い
知
識
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

機
能
性
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き

る
食
品
は
、
特
定
保
健
用
食
品
（
ト

（
8
月
句
会
）

お
い  

こ

が
く

は
は

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 122

問
合
せ
▼

●
企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

●
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

機能性表示食品って
どんなものですか

和
木
駐
在
所
だ
よ
り

う
そ
電
話
詐
欺
に
ご
注
意
！

　
う
そ
電
話
詐
欺
被
害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

山
口
県
内
で
は
、
7
月
末
現
在
で
、
被
害
総

額
2
億
円
を
突
破
し
ま
し
た
。
家
族
や
自
分

自
身
が
被
害
者
と
な
ら
な
い
よ
う
「
3
な
い

運
動
」
を
展
開
し
、被
害
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　「
3
な
い
運
動
」

①
電
話
に
「
す
ぐ
出
な
い
」

　
留
守
番
電
話
設
定
や
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
付

き
通
話
録
音
装
置
等
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
電
話
帳
に
「
載
せ
な
い
」

　
犯
人
は
被
害
対
象
者
を
電
話
帳
か
ら
選
ん

で
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
（
0
1
2
0
ー

5
0
6
ー
3
0
9
）
ま
た
は
1
1
6
番
に
連

絡
す
れ
ば
、
電
話
帳
か
ら
削
除
手
続
き
が
出

来
ま
す
。

③
電
話
で
「
長
く
話
さ
な
い
」

　
犯
人
か
ら
の
電
話
を
受
け
た
場
合
に
は
、

「
家
族
に
相
談
し
ま
す
」
な
ど
と
告
げ
、
電

話
を
切
断
し
ま
し
ょ
う
。

今月の納税

問　税務課（　

　町税などの納税は便利な口座振替を
ご利用ください。
※納期限は9月30日㈬です。

7・8 月分
9 月分
3 期分
3 期分
3 期分

・・・・・・・・・・・・・　　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

上下水道使用料
町営住宅使用料
国民健康保険料
介護保険料
後期高齢者医療保険料
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取り残しごみが山になったごみステーション

　
「
燃
え
る
ご
み
の
日
」、「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
日
」、「
金
属
・
不
燃
ご
み
の
日
」
は
、

必
ず
町
指
定
の
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
み
を
出
す
と
き
に

は
、
必
ず
名
前
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
徹
底

す
る
た
め
、
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い

ご
み
は
、
そ
の
内
容
を
明
記
し
た
シ
ー
ル

を
貼
っ
て
、
収
集
せ
ず
に
取
り
残
す
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
ご
み
の
出
し
方
の
ル
ー
ル
を

守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
分
別
で
迷
っ
た
と

き
は
、「
和
木
町
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
」、「
ご
み
の
分
別
に
使
え
る
ア
プ
リ
」

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　「ごみ出し日」と「ごみの分別方法」を簡単に確認できる、スマートフォン専用の
アプリケーション「ごみの分別に使えるアプリ」の提供を行っています。
　アプリは一度ダウンロードすれば端末本体に保存されるので、ダウンロード時以外、
通信費はかかりません。
　ぜひアプリをご利用いただき、適正なゴミ出しにご協力をいただきますよう、お願
いします。

　ダウンロード方法

　ＱＲコードからダウンロードサイトに接続のうえ、アプリをダウンロードしてくだ
さい。

ご
み
は
、
き
ち
ん
と
分
別
し
、
ル
ー
ル

を
守
っ
て
指
定
さ
れ
た
日
に
出
し
ま
し

ょ
う
。

ご
み
の
出
し
方
の
ル
ー
ル
を

守
ろ
う
！

　

野
焼
き
と
は
、
適
法
な
焼
却
施

設
を
使
用
し
な
い
で
家
庭
か
ら
出

た
ご
み
等
を
焼
却
す
る
行
為
を
指

し
ま
す
。
ド
ラ
ム
缶
燃
焼
、
ブ
ロ
ッ

ク
積
燃
焼
、
穴
を
掘
っ
て
の
燃
焼

は
野
焼
き
と
同
じ
で
す
。

　

野
焼
き
は
、「
廃
棄
物
の
不
適
正

な
処
理
の
防
止
」、「
周
辺
地
域
の

生
活
環
境
に
与
え
る
影
響
」
か
ら
、

法
律
で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
隣
の
人
た
ち
に
迷
惑
を
掛
け
な

い
、
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め

に
、
ご
み
処
理
な
ど
の
ル
ー
ル
を

も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

野
焼
き
は
禁
止
で
す
が
、
い
く

つ
か
は
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

・
農
業
者
が
行
う
耕
作
に
伴
う

焼
却
や
林
業
者
が
行
う
伐
採

し
た
枝
木
の
焼
却

・
と
ん
ど
焼
き
な
ど
の
風
俗
習

慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事

を
行
う
た
め
の
必
要
な
焼
却

　

例
外
の
焼
却
を
行
う
場
合
で
も
、

煙
に
迷
惑
を
す
る
人
達
が
い
ま
す
。

時
間
帯
、
天
候
等
を
良
く
考
え
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

野
焼
き
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
！

　

動
物
愛
護
の
意
識
が
高
ま
り
を
見
せ
て

い
ま
す
が
、
犬
を
は
じ
め
と
す
る
飼
養
動

物
に
つ
い
て
の
苦
情
は
依
然
と
し
て
後
を

絶
た
ず
、
飼
主
の
マ
ナ
ー
の
向
上
が
一
段

と
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日

ま
で
を
「
動
物
の
飼
い
方
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

強
化
期
間
」
と
し
て
、
人
と
動
物
の
調
和

の
取
れ
た
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
啓
発
活

動
を
行
い
ま
す
。
飼
主
と
し
て
の
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
、
い
ま
一
度
考
え
て
は
み
ま
せ

ん
か
？

ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
は
、
マ
ナ
ー
を
守
り
、

責
任
を
持
っ
て
最
後
ま
で
！！

　

動
物
の
本
能
・
習
性
及
び
生
理
を
よ
く

理
解
し
た
上
で
、
他
人
に
迷
惑
や
危
害

が
及
ぶ
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
十
分
な

配
慮
と
正
し
い
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

飼
い
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
散
歩
・
飼
育

を
し
、生
後
3
ヶ
月
以
上
の
犬
は
「
登
録
」

と
毎
年
1
回
の
「
狂
犬
病
予
防
注
射
」

を
受
け
、
き
ま
り
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ

う
。

　

公
園
や
道
路
を
動
物
の
汚
物
で
汚
さ
な

い
よ
う
、
飼
い
主
の
責
任
に
お
い
て
処

分
し
ま
し
ょ
う
。

９
月
、
10
月
は
「
動
物
の

飼
い
方
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化

期
間
」
で
す
！

ごみの分別に使えるアプリ

上記すべての問合せ▶住民サービス課（☎52－2194）
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男　3,195人
（＋11）

女　3,271人
（＋14）

平成27年8月1日現在
総人口　6,466人

世帯数　2,790世帯

和木町の面積　10.58km
（　）内は前月比

（＋25）

（＋10）

　

初
め
ま
し
て
。
和
木
町
の
新
し
い
A
L
T
リ
リ
ー
と
申
し
ま
す
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
生
ま
れ
て
、
8
年
前
ユ
タ
州
で
引
っ
越
し
ま

し
た
。
ユ
タ
州
は
あ
ま
り
有
名
な
所
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
２
０
０

２
年
の
冬
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ユ
タ
州
で
あ
り
ま
し
た
。
専
門
は
国
際

関
係
、
ア
ジ
ア
勉
強
、
と
日
本
語
で
、
ユ
タ
大
学
で
卒
業
し
ま
し
た
。

両
親
は
元
々
香
港
か
ら
来
ま
し
た
が
、
も
う
30
年
以
上
ア
メ
リ
カ
に

住
む
、
ア
メ
リ
カ
国
民
で
す
。
世
界
の
い
ろ
ん
な
言
語
と
ア
ク
セ
ン

ト
が
大
好
き
で
す
。
自
分
は
カ
ン
ト
ン
語
、
中
国
語
、
英
語
、
日
本
語
、

と
少
し
ド
イ
ツ
語
を
勉
強
し
ま
し
た
。
12
歳
の
時
日
本
語
に
興
味
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
時
か
ら
日
本
に
見
に
行
き
た
い
で
す
。

や
っ
と
２
０
１
３
年
に
東
京
の
早
稲
田
大
学
で
留
学
し
ま
し
た
。
一

学
期
だ
け
、
ま
だ
東
京
以
外
の
日
本
を
参
加
し
た
い
が
も
う
ア
メ
リ

カ
に
帰
国
し
ま
い
ま
し
た
。
ポ
ケ
モ
ン
が
大
好
き
な
の
で
、
東
京
に

住
ん
で
い
る
間
に
東
京
ベ
イ
と
東
京
駅
の
ポ
ケ
セ
ン
が
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
な
の
で
と
っ
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ア
メ
リ
カ
に
い
る

間
に
新
し
い
メ
ガ
東
京
ポ
ケ
セ
ン
（
ポ
ケ
モ
ン
セ
ン
タ
ー
）
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
が
、
今
回
東
京
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
夜
に
行
き

ま
し
た
。
最
近
広
島
の
ポ
ケ
モ
ン
も
開
け
ま
し
て
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
出
来
れ
ば
、
日
本
の
全
部
の
ポ
ケ
セ
ン
に
行
き
た
い
で
す
。

今
回
ま
た
日
本
に
帰
ら
れ
ま
す
の
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
三
人
の

イ
ギ
リ
ス
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
早
稲
田
留
学
の
友

達
も
A
L
T
に
な
り
ま
し
た
。
和
木
町
の
皆
さ
ん
優
し
く
て
明
る
く

て
、
和
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
大
家
族
の
感
じ
で
す
。
日
本
語
を
も
っ

と
勉
強
し
ま
す
の
で
、
頑
張
り
ま
す
！

　

広
島
広
域
都
市
圏
の
住
民
の
交
流
を
促
す
た
め
、
圏
内
住

民
か
ら
参
加
者
を
募
り
、
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
共
同
応

援
を
行
い
ま
す
。

主
催　
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

日
時　
10
月
17
日
㈯　

14
時
キ
ッ
ク
オ
フ

対
戦
相
手　
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ

場
所　
エ
デ
ィ
オ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
広
島 （
現
地
集
合
）

募
集
人
数　
1
5
0
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　
大
人
2
，2
0
0
円
、
小
中
高
1
，0
0
0
円

応
援
方
法　
S
A
指
定
席
（
ホ
ー
ム
）
で
、
広
島
広
域
都
市

圏
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
応
援
し
ま
す
。

そ
の
他　
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
小
学
生
以
下
の
場
合
は
、
大
人
の
同
伴
が
必
要
で

す
。
往
復
は
が
き
に
、参
加
者
全
員
の
住
所
、氏
名
、
年
齢（
学

生
の
場
合
は
学
年
）、
電
話
番
号
と
「
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
共

同
応
援
希
望
」の
旨
を
記
入
し
、9
月
11
日
㈮（
※
消
印
有
効
）

ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

申
・
問
　
〒
7
3
0
ー
8
5
8
6
（
住
所
不
要
）

広
島
市
役
所
企
画
調
整
課
内　

広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

（
☎
０
８
２
ー
５
０
４
ー
２
０
１
７
）

（　

０
８
２
ー
５
０
４
ー
２
０
２
９
）

　
7
月
22
日
、
広
島
市
を
中
心
と
し
た
広
島
広
域
都
市
圏
協

議
会
に
和
木
町
が
新
規
加
入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
山
口
県
柳
井
エ
リ
ア
か
ら
広
島
県
三
原

エ
リ
ア
ま
で
を
一
つ
の
広
域
都
市
圏
と
す
る
も
の
で
、
本
町

を
含
む
7
町
の
加
入
に
よ
り
11
市
13
町
、
計
24
市
町
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
、圏
域
内
の
地
域
間
交
流
事
業
、広
域
情
報
広
報
事
業
、

職
員
交
流
事
業
、
P
R
事
業
、
研
修
事
業
等
を
実
施
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　
当
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
圏
域
内
で
開
催
さ
れ
る
講
演
会
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
文
章
は
リ
リ
ー
さ
ん
本
人
が
考
え
ら
れ
た
も
の
を
、
原
文

の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。
言
語
や
趣
味
な
ど
興
味
が
あ
る
こ
と

へ
の
積
極
性
は
、
必
ず
子
ど
も
た
ち
に
伝
わ
り
、
良
い
影
響
を
与

え
る
と
思
い
ま
す
。
す
て
き
な
方
を
招
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

ＪＥＴ教諭

紹介

リリー・ウー先生

広
島
広
域
都
市
圏
　
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
共
同
応
援
の
実
施

（
参
加
者
の
募
集
）

■
広
島
広
域
圏
都
市
圏
協
議
会
に
加
入

広
島
広
域
都
市
圏
だ
よ
り
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